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～～看看護護師師交交流流集集会会開開催催をを通通ししてて～～ 

Current Status and Issues in Nurses' Health Checks for Immunity-Related Adverse Events 
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要要  旨旨 

 免疫チェックポイント阻害薬に伴う免疫関連有害事象に対して、看護師の実践をまとめた報告は、ま

だ少ない。今回、看護師による免疫関連有害事象に対する問診について、多施設で意見交換を行うための

交流集会を開催し、施設での問診の状況に関するアンケート調査を行った。回収した 57件のアンケート
結果から、看護師は、問診の目的を免疫関連有害事象の早期発見のためのアセスメントより、患者教育や

セルフケア支援としている割合が高いことが明らかとなった。アセスメントには、問診技術の向上が課

題であり、看護師が知識を獲得し、経験を重ねていく必要があると考えられた。また、問診時には、39％
が身体面のみならず、心理・社会面の問題も確認しており、看護師が限られた時間の中でも、身体症状だ

けでなく、がん薬物療法看護の視点である治療と生活の調整を大切に介入していることが示唆された。 

 

キーワード：免疫チェックポイント阻害薬、免疫関連有害事象、問診 
Keywords：immune checkpoint inhibitor，immune-related adverse events，health checks 

 

Ⅰ．．緒緒言言 
近年、多くのがん腫で免疫チェックポイント阻

害薬（immune checkpoint inhibitors；ICI）による治
療が行われており、単剤で用いられるだけでなく

細胞傷害性抗がん薬との併用療法も数多く開発

されている。効果への期待が高い一方、従来の細

胞傷害性抗がん薬とは異なる特異的な免疫関連

有害事象（immune-related adverse events；irAE）が
出現することがあり問題となっている 1)。irAEは
多岐にわたって出現し、発現時期を予測すること

が難しく、対応が遅れると重篤化する場合がある。

また、症状の出現時期や自覚症状が典型的でない

こともあるため、包括的にアセスメントする必要

があり、医師だけでなく、看護師や薬剤師等の多

職種チームで、投与管理や有害事象対策に取り組

む必要があるとされている 2)。中でも、主な化学

療法の場となる外来での活動は重要となってく

る。各施設における ICIチームの活動については、
いくつかの報告があるが、irAEマネジメントにお
ける看護実践の報告は少なく、看護師による irAE
マネジメントの現状と課題は明らかにされてい

ない。 
今回、ICI 投与を受ける患者への問診の現状と

課題について、意見交換を行うことを目的に、第

38回日本がん看護学会学術集会（2024年 2月,神
戸市）において、多施設合同で交流集会を開催し、

参加者に対し、自施設で行っている問診の現状に

ついてのアンケートを実施した。その結果から、

看護師の irAE に対する問診における役割と課題
について検討した。 
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Ⅱ．．方方法法
1.交交流流集集会会のの概概要要

A施設の看護師からB施設の看護師に交流集
会について提案し、B 施設の看護師より紹介さ
れた、他 2 施設の看護師にも声をかけ、最終的
に交流集会の趣旨に賛同した 4 施設、合計 8 名
の看護師（がん看護専門看護師 1 名、がん化学
療法看護認定看護師 4 名を含む）でチームを形
成し、交流集会を企画した。交流集会までの 2023
年 3月～2024年 2月に、オンラインによる事前
ミーティングを合計 5 回、延べ 5 時間行った。
最終的に交流集会でのディスカッションポイン

トを「irAEの問診における看護師の役割」とし、
60分間で 4名のプレゼンテーターが、それぞれ
の施設の状況を発表した後、参加者と意見交換

する計画とした。

交流集会当日は、会場とライブ配信で合わせ

て 300 余名の参加があり、多くの質問や活発な
意見交換が見られた。

2．．交交流流集集会会後後のの参参加加者者へへののアアンンケケーートト
1) アアンンケケーートト内内容容
独自に作成したアンケートを用いて、irAEに
対する問診の実施状況と、問診をする上で困っ

ていることについて問う内容とした。問診の実

施状況に関しては、問診の実施者・タイミング・

所要時間・問診内容・使用ツール・問診目的に

ついて、自由回答を含む選択式の回答とし、問

診をする上で困っていることに関しては、自由

記載での回答とした。回答者の属性については

設問しなかった。

2) デデーータタ収収集集方方法法
現地参加者には、筆記及びオンラインで回答

できるよう QR コードを記載したアンケート
用紙を配布した。ウェブ参加者には、交流集会

の最後に QRコードを提示した。オンライン回
答は、交流集会終了後 1週間を期限とした。
3) デデーータタ分分析析方方法法
選択式の回答は、単純集計を行い、自由記載

で回答を求めた「問診をする上で困っているこ

とについて」は、回答を質的に分類した。

4) 倫倫理理的的配配慮慮
アンケートの回答結果について、個人が特定

されないようにデータ化した上で、学会や専門

誌、セミナー等で公表することについて、同意

のあった回答のみを分析対象とした。

Ⅲ．．結結果果
アンケートの回収は、筆記での回答が 49件、オ

ンラインでの回答が 12件、合計 61件であり、57
件から公表の同意を得た。

irAE に対する問診の実施状況に関する結果を
図 1から図 7に示す。46名（81％）の回答者が自
施設で問診を実施しており、そのうち 44名（96％）
が問診の実施者に看護師を含むと回答した。問診

のタイミングは「ICI 投与の有無に関わらず治療
の都度」より、「ICI投与日に毎回」の方が多かっ
た。患者一人当たりの問診所要時間は、5 分以下
が 23名（50%）と最も多く、5～15分は 19名（41%）
であった。問診内容は「包括的な体調」が 41 名
（89％）、「主要な irAEの自覚症状を確認する」が
40名（87%）であり、加えて「心理・社会面につ
いても確認する」が 18名（39%）であった。問診
のツールは、38名（82%）が自施設作成のチェッ
ク式シートを単独、あるいは他のツールと併せて

使用していたが、タブレット等から入力できるア

プリケーションを使用していると回答した人は

いなかった。問診の目的は、41名（89%）が「セ
ルフケア支援のため」と回答し、「診療の効率化の

ため」「多職種連携につなげるため」「患者とのコ

ミュニケーションのきっかけ」は、いずれも 60%
程度であり、「irAE早期発見のため」は 7名（15％）
であった。
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「問診をする上で困っていること」に対する自

由記載は、22 名から 42 件の回答があり、類似し
た内容毎に、14 の内容に分類した（図 8）。「 」

に個別の意見、『 』に内容を示す。最も多かった

のは『問診技術の不足』であり、「看護師の力量に

よる」「聞くだけで終わっておりケアに繋げられ

ていない」といった意見があった。また、「十分に

話を聞けないことがある」「短時間で問診をとる

難しさ」といった『時間の確保』や、細胞傷害性

抗がん薬併用時の副作用の鑑別に関する『臨床判

断力不足』、治療開始時まで看護師が関われない

等の『問診のタイミング』、問診を行う看護師の

『知識不足』、皆が同じように問診を取るための

『問診ツール』等も、複数名が記載していた。

Ⅳ．．考考察察
交流集会の参加者数及び、多くの質問や活発な

意見交換から、irAEに対する問診に関心を持つ看
護師が、一定数いることがわかった。

irAE のアセスメントを行う上での看護師の役
割は、早期発見のための知識や観察力を持ち、症

状の有無の確認だけではなく、irAEの出現を推論
的にアセスメントすることと、患者・家族が自宅

で症状をモニタリングでき、必要時、医療機関に

報告できるといったセルフケア支援を行うこと

とされている 3)。朝鍋らは、irAEマネジメントの
看護実践を行っている看護師へのインタビュー

調査結果において、研究対象者が、非特異的症状

である初期症状の早期発見を特に注意して実践

を行っていたことを明らかにしている 4)。しかし、

今回のアンケート結果では、問診内容としては、

9割近くが主要な irAEの自覚症状や包括的な体調
について確認しているものの、その問診の目的を

直接 irAE の早期発見のためとしている人は 4 割
程度で、大多数は、問診を通して患者教育を行い、
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セルフケア支援につなげることを目的としてい

ることが明らかとなった。この相違点の理由の一

つとして、朝鍋らの調査では、がん看護専門看護

師、または、がん化学療法看護認定看護師を対象

としており、早期発見に必要なアセスメント能力

や経験知・実践知が高い看護師が多かったことが

考えられる。本調査で、問診をする上で困難とな

る要因に、知識不足や臨床判断力不足等、看護師

の技量に関する自由記載が多くあったことから

も、irAE早期発見のためのアセスメントには、問
診技術の向上が課題であり、看護師が知識を獲得

し、経験を重ねていく必要があると考えられる。

尚、今回のアンケートでは、回答者の属性を問わ

なかったため、経験年数や所属部署等と、問診技

術との関連性までは検討することができなかっ

た。 
細胞傷害性抗がん薬との併用療法において、レ

ジメンによっては、細胞障害性抗がん薬のみを投

与する治療日もあるが、irAEの発症時期は予測で
きないため、ICIの投与当日か否かに関わらず、来
院時には問診を行うことが望ましい。しかし、本

調査で、問診は「ICIの投与の有無に関わらず治療
の都度」と回答した人より「ICI投与日に毎回と回
答」と回答した人の方が多かった。これは、困難

となる要因についての結果にみられたような、時

間の確保やマンパワーの問題が影響していると

考えられる。一方、問診において、身体症状だけ

ではなく、心理・社会面についても確認していた

ことから、看護師は限られた時間の中でも、身体

症状だけでなく、がん薬物療法看護の視点である、

治療と生活の調整を大切に介入していることが

示唆された。 
2024年の診療報酬改定で、がん薬物療法体制充

実加算が新設され、薬剤師による診察前問診の実

施に加算が付くこととなった 5)。しかし、本調査

の結果、現在、irAEに対する問診において、主な
実施者は看護師であった。加算算定可能な職種に

任せるのではなく、看護師が協働することで、よ

り多くの視点で得た情報を、医師を含む多職種で

アセスメントすることで、irAEの早期発見に繋げ
たいと考える。今後、看護師の問診も加算等を得

ることを目指し、看護師が行う問診の有用性を明

らかにするための調査に取り組みたい。 
 

 

Ⅴ．．調調査査のの限限界界 
本調査では、自身の意思で交流集会に参加した

看護師を対象としたため、テーマに興味のある看

護師に回答が偏っていた可能性がある。また、同

一施設所属の看護師からの回答の可能性も除外

できないため、実際の全国的な施設における実施

状況とは異なる可能性がある。 
 

Ⅵ．．利利益益相相反反 
本研究に開示すべき COIはない。 
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